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今年も透き通った春の味覚がうれしい！

大
空

も
見
え

ず

若
葉

の
奥

深
し北
扶

思

い
も

か
け

な

い
同

級
生
の
夢

を
見
た
の
で
、
朝
早
く
起
き
て
し

ま
っ
た
。

突
然

、
二

日
に
余
裕

が
生
ま

れ

た
こ

と
に
な
る
。

で
、
普
段

は
や
ら

な
い
こ
と
か

や
っ
て
み
る
。
家
の
周
り
を
少
し

歩
く
。
八

重
の
桜

が
咲
い
て

い
た

の
で
少
し

切
っ
て
来

た
。

机
の
卜

に
置

い
て

、
静
か
な

音
楽
を
流
す
。

ポ
ッ
ト
で
湯

を
沸

か
し

、
お
茶
を

入
れ
て
み
る
。
僕
に
は
、
茶
や
花
の

心
得
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
誰

も
見
て
い
な
い
の
だ
か
ら
、
恥
ず
か

し
く

も
な
ん

と
も

な

い
。「
ス
ト
ー

ブ
を

た
か
な
く
て
も
よ

く
な
っ

か

か
ら
、
助

か
る
な
」

な
ん
て
思

い

な

が
ら

、
の
ん

び
り
し

て

い
る
と
、

い
つ
も
起

き
出
す
時
間

に
な
っ
て

し

ま
っ

た
。

お

か
け

で
、
そ

の
日

は
気
分

が

良
か
っ

た
。

仕
事

に
追
わ
れ
て

い

る
身
に
は

、
気
分
転

換
が
大
切
だ
。

気

分
の
転

換
や
っ
て

い
ま
す
か
？
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ふれあいセンター開設準備室から

10月オープンめざして!!

広報よもぎた

村
民
待
望
の
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
（
よ
も

ぎ
温
泉
）
着
工
！

温

泉
の
泉
質
は

、
無

色
透
明

強

塩
味
無

臭
で
あ
り

神
経
痛
、
関

節

痛
、
運

動
麻
痺
、
う

ち
み
、
く
じ

き
、
痔
疾
等
に

適
応
し

特
に

き
り

き
ず

、
や
け

ど
、
慢
性
皮
膚

病
、

婦
人

病
に
効
く

と
あ
り
村
民

の
健

康
保
持
増
進
に
一
役
坦
う
も
の
と

思

わ
れ
ま
す
。

こ
の
施
設
は

鉄
骨
平

屋
建

、
延

べ
面

積
は
千
百
七

十
二

平
方

メ
ー

ト

ル
、
こ
の
う

ち
メ
イ

ン
の
浴

室

は
、
大
浴
槽
、
サ
ウ
ナ
、
薬
湯
、

寢
湯
な

ど

バ
ラ

子

ア
イ
ー
に
富
ん

で

お
り
、
温
泉

の
妙
味
を
満

喫
で

き
る
よ
う
工
夫

さ
れ
て

い
ま
す

。
―

施

設
内
は

広

い
ロ
ビ
ー
、
軽
食

ｊ
ド

ナ

ー
、－

売
店
・
が
あ
り

ま
す

そ
の
他
、
七

十
畳

の
休
憩
室

、

十
畳
の
休
憩
室

が
三
室
と
、
ゆ
っ
く

り
と
く
つ
ろ
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
機
能

回
復
訓
練
ト

レ
ド

≒
パ

ダ
室

、
川
身
体
障
害
者
浴

室
を

備
え
、
福
祉
施

設
と
し
て

の
温
泉

活
用
も
図
ら

れ
る
施
設

に
な
っ
て

お
り
、
今
年
十
月
オ
ー
プ
ン
を
め
ざ

し
て
郷
沢
浜
田
に
建
設
中
で
す
。
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地

鎮

祭

広報よもぎた

ふれあいセンター

ふれあいセンター開設準備室から

五

月
十
二

日
、

ふ
れ
あ

い
セ
ン

タ
ー
建
設

地
に
お

い
て

、
村
長

、

村
議
会
議
員

、
工

事
関

係
者
等
四

十
五
名
が
列
席
し
、
工
事
の
無
事
を

祈
る
地
鎮
祭
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

（よもぎ温泉)
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じ
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さ
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広報よもぎた

さ
ら
に
楽
し
く
健
康
で
！

村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
総
会

四
月
二

十
七
日

、
玉

松
公
民
館

に

お
い
て
、
村
老

人
ク
ラ

ブ
連

合

会
（
久
慈
寛
一
会
長
）
の
総
会
が
、

会

員
、
関
係
者
三
百

名

が
出

席
し

盛
大

に
開
催

さ
れ
ま
し

た
。

物
故

者

の
冥

福
を
祈
り
黙

祷
を

捧
げ
た
後

、
久
慈
会
長
よ
り

米
寿

（
八
十
八

歳

）二

名
、
喜
寿

（
七
十

七

歳

）
十
六
名

に
、
顕
彰

状
と
記

念
品
を
贈
り
長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。

久
慈
会
長
よ

り
「
顕
彰

を
受

け

ら
れ
た
方
は

、
さ
ら
に
楽
し

く
健

康
で
あ
る
よ
う

に
、
さ
ら

に
会
員

は
、

ゲ
ー
ト

ボ
ー

ル
や

ス
ポ
ー

ツ

大
会
等

で
楽
し
む
こ

と
も
大
切
」

と
あ

い
さ
つ

が
あ
り

ま
し

た
。

八
戸

村
長
か
ら

「
老
若
男
女

問

わ
ず
村

民
の
ふ

れ
あ

い
の
場

と
し

て

、
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
と

い
う

り

っ
ぱ
な
施
設

が
で
き
ま
す
。

健

康
長
寿

に
気
を
つ
け

て
明
る

い
家

庭
を
築

い
て
く

だ
さ
い
」
と
、

つ

づ
い
て

、
清
水
村
議
会

議
長

か
ら

「
み
な

さ
ん
の
貴
重
で
豊

富
な

経

験
を
基

に
、
ま
す
ま
す

老
連

が
発

展

す

る
よ
う

に
」
、
さ
ら

に
、
津
島

鉄

男

村

社

会

福

祉

協

議

会

長

か

ら

「
高
齢

化
社

会

が
到
来
し

ま

す

が
、

楽

し

い
老

後

を

送

る

た

め

の

老

人

対

策

は
不

可

能

で

は

な

い

と

確

信

し

て

い

る

。

健

康

に

留

意

し

長

生

き

し

て

く

だ

さ

い
」

と

、

祝

辞

が

あ

り

ま
し

た

。

議

事

を

満

場

一

致

で
可

決

し

、

総

会

終
了

後

の

ア

ト

ラ

ク

シ

ョ

ン

で

は

、

津

軽

人

形

芝

居

「

金

田

豆

蔵

」

や

、

手

踊

り

等

を

鑑

賞

し

楽

し

い

一
日

を

過

ご
し

ま
し

た

。

四
月
三

十
日
（
木

）
、
蓬
田
小

学

校
五

年
生
（
四

十
二

名

）
が
蓬
田

村
簡
易

ス
キ
ー
場
の

ゴ
ミ
拾

い
を

実
施
し

ま
し

た
。

午

後
三

時

、
ス
キ
ー
場

の
駐
車

場
に
集

合
し

た
児
童

に
八
戸
先

生

よ
り

「
冬
の
間
み

ん
な

が
使
用
し

た

ス
キ
ー
場
を
清

掃
し
ま
す
。

特

に
ア

キ
カ

ン
の
フ

タ
は
牛

が
食

べ

る

と
い
け
な

い
の
で
注
意
し
て

拾

っ
て

く
だ

さ
い
」

と
指
示

が
あ

り

作
業

に
入
り
ま
し

た
。

約

一
時
間

の
作

業
で
、

ゴ
ミ
の

な

い
き
れ

い
な
ス
キ
ー
場

に
し

た

後

、
社
会
教
育

課
か
ら

プ
レ

ゼ
ン

ト

さ
れ
た

ジ
ュ

ー
ス
で

喉
を
潤
し

奉

仕
活
動
を

終
え
ま
し

た
。

婦
人
少
年
室
協
助
員

委
嘱
さ
れ
る

四

月

一
日

、
二

唐
美

代
子
（
蓬

田

）

さ

ん

が

、

労

働

大

臣

よ

り

婦

人

少

年
室
協

貽
員

を
委

嘱

さ
れ
ま

し

た
。

協

貽

貝

は

、

勤

労

婦

人

及

び

勤

労

青

少

年

の

保

護

と

福

祉

並

び

に

婦

人

の

地

位

向

上

、

そ

の
他

婦

人

に

関

す

る

相

談

等

、

婦

人

少

年

行

政

に

協

力

援

助

す

る

も

の

で

、

東

津

軽

郡

で

は

、
二

唐

さ

ん

一

人

で

す

。勤

労

婦

人

、

勤

労

青

少

年

に

関

す

る

諸

会

合

や

、

婦

人

問

題

等

の

相

談

に

応

じ

ま

す

。

ご

相

談

は

登

○

一

七

四

上

一
七
－

二

四

九
三

ただし中央公民館、

幼稚園、保育所、児童

綰はこれまでどおりで

す。

村老人クラブ連合会から

６月の土曜閉庁日は

13日と27日です。
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広報よもぎた

中央公民館から5

中央公民館より

新しい図書を
紹介します
ご利用ください
毎月第１・第３日曜日開館します

書
　
　

名
　
　
　
　
　
　
　
　
　

発

行

・

著
者

公

用

あ

い
さ

つ
辞

典
　
　
　
　
　

ぎ

ょ

う

せ

い

か

れ

ら
張

峰

を

死
守

す
　
　
　
　

富

永
　

亀
太

郎

朶

標

な

き
凍

野
　
　
　
　
　
　
　

里

見
　

正

文

さ
れ

ど

わ

が
「

満

州
」
　
　
　
　

文

藝

春

秋

編

サ

イ

ゴ

ン

抑
留

所
　
　
　
　
　
　

高

田
　

秀

二

イ

ン

パ
ー

ル
の

十

字
架
　
　
　
　

米

良
　

至

剛

と
う

ち

ゃ

ん
の

軍

事
郵

便
　
　
　

吉

田
　

と

ら

シ

ベ
リ

ヤ
最

後

の

帰

還
兵
　
　
　

小

松
　

茂

朗

満

州

に

残

留
を

命

ず
　
　
　
　
　

太

田
　
　

正

シ
ベ
リ
ア
ウ
ク
ラ
イ
ナ

私
心
捕
虜
記
　
　

後

後
　

敏

雄

中

央

ア

ジ
ア

捕

虜

記
　
　
　
　
　

山

崎
　

俊

一

奇
跡

の

海

か
ら
　
　
　
　
　
　
　

橋

本

・
　

衛

悲

し

き

戦
記
（

全

）
　
　
　
　
　
　

伊

東
　

桂

一

沈

黙

の
四

十
年
　
　
　
　
　
　
　

武
田

重

繁

太
郎

大

連
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

富

永
　

孝

子

英
語

話

題

辞
典
　
　
　
　
　
　
　

ぎ

ょ

う

せ

い

日

本

語

話

題
辞

典
　
　
　
　
　
　

ぎ

ょ

う

せ

い

中

国

博

物

館

総
員

上

巻

）
　
　
　

か

祁

詐

勁

賊
竓

古

文

晝
　

ｋ

ｌ
　
　
　
　
　
　
　
　

柏
　

書
　

房

古

文
書
　

肌
２
　
　
　
　
　
　
　
　

柏
　

書
　

房

古

文
書
　

ｈ

３
　
　
　
　
　
　
　
　

柏
　

書
　

房

古

文
書
　

ｋ

４
　
　
　
　
　
　
　
　

柏
　

書
　

房

古

文
書
　

ｈ

５
　
　
　
　
　
　
　
　

柏
　

書
　

房

ふ

る
さ

と

胚

史
舞

台

城
下

町

に
　

ヾ
　
よ

｀
　
　

ゝ

ね

む

る
群

像

の
野

望
　
　
　
　
　

き
　
　

っ

せ

し

大

都
市

を

抱

い
た
先

人

の

卓
見
　

ぎ

ょ

う

せ

い

港

湾

に

み
な

ぎ

る

進
取

の

気
風
　

ぎ

ょ

う

せ

い

郷
土

に

根

づ

い
た
産

物

と

商
魂
　

ぎ

ょ

う

せ

い

法

灯

を
守

り

伝

え

る
社

寺

聖

地
　

ぎ

ょ

う

せ

い

辺

境

に

賭
け

た

男

た
ち

の

相
？
　

ぎ

ょ

う

せ

い

英
雄

伝

説

が
彩

る

夢

の
跡

地
　
　

ぎ

ょ

う

せ

い

歌

麿

殺

人
事

件
　
　
　
　
　
　
　

講
　

談
　

社

津

抔

殺

人
事

件

超
　
　
　
　
　
　

光
　

文
　

社

超

高

層

ホ
テ

ル
殺

人

事
件
　
　
　

光
　

文
　

社

江

戸

無

情
　
　
　
　
　
　
　

徳

間

書

店

鶴

屋

南

北
冥

府

巡
　
　
　
　
　
　

皆

川
　

陣

子

ヲ

ヱ
ピ

ュ
ー

タ

の
身

代

金
　
　
　

光
　

文
　

社

富
士

山

大
爆

発
　
　
　
　
　
　
　

徳

聞
　

書

店

囗
本

の

樹
木
　
　
　
　
　
　
　
　

山

と

渓

谷

社

永
遠

の

愛

を

晢
‥
つ

て
　
　
　
　
　

安

積
　

政

子

微
熱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

赤

川
　

次

郎

医

者

の
目

に

も
涙
　
　
　
　
　
　

佐

藤
　

英
　
一

権
不

十

年
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
本

放

送
出

版

山
菜

採

り

の

楽
し

み
　
　
　
　
　

早

川
　

清

親

文

学
部

唯

野

教
授

の
助

成
門

等
　

筒

井
　

康

隆

わ

が
友

本

田

宗

一
郎
　
　
　
　
　

井

深
　
　

大

世
界

の
潮

流

日
本

の
う

ね

り
　
　

岩

国
　

哲

人

出
雲

か
ら

の

挑

戦
　
　
　
　
　
　
　

日
本
放
送
出
版
協
会

山
菜

ガ
イ

ド

ブ

ッ

ク
　
　
　
　
　

山

口
　

昭

彦

時

間

の
砂
　

上
　
　
　
　
　
　
　

シ

バ

ニ
川

ル

ン

時

間

の
砂
　

下
　
　
　
　
　
　
　

シ

艸

こ
川
ル

ン

碧

い

鯱
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西

村
　

寿

行

風

と
雲

の
町
　
　
　
　
　
　
　

西

村
　

寿

行

道
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西

村
　

寿

行

血

る

ら

れ
た

寒
月
　
　
　
　
　
　

西

村
　

寿

行

癌
病
船
応
答
セ
ズ
　
　
　
　
　
　

西

村
　

寿

行

京
都
恋
供
養
人
事
件
　
　
　
　
　

山

村
　

美

紗

若
狭
殺
人
事
件
　
　
　
　
　
　
　

内

田
　
康

夫

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
　
　
　
　
　
　

赤

川
　
次

郎

殺
人
者
の
愛
し

い
唇
　
　
　
　
　

和

久
　

峻

三

京
都
三
船
祭
り
殺
人
事
件
　
　
　

山

村
　
美

紗

悪

い
産
婦
人
科
　
　
　
　
　
　
　

井

上
　
信

次

黒

い
鯱
　
　
　
　
　
　
　
　

西

村
　

寿

行

ダ
イ

エ
ッ
ト
中

毒
　
　
　
　
　

中

中

法

規

耕
す
文
化
の
時
代
　
　
　
　
　
　

木

村

尚

二

郎

巨
人
軍
の
最
高
機
密
　
　
　
　
　

若

林
　

敏

夫

あ
る
閉
さ
れ
た
山
荘
で
　
　
　
　

東

野
　

圭

吾

十
津
川
警
部
の
挑

戦
　
　
　
　
　

西

村

京

太

郎

日
本

と
は
何
か
　
　
　
　
　
　
　

堺

屋
　

太
　
一

男
が
決
断
す
る
と
き
　
　
　
　
　

岩

国
　

哲

人

上
機

嫌
の
本
　
　
　
　
　
　
　
　

岩

国
　

哲

人

軍
隊
慰
安
婦
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
　
一
　
　
　
勉

熱
愛
者
　
　
　
　
　
　
　
　

常

盤
　

新

平

肥
満
ぎ
み

の
中
高
年
の
健
康
食
　
宗

像
　

伸

子

狼
奉
行
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高

僑
　

義

夫

野
茱
つ
く
り
施
肥
　
　
　
　
　
　

農
山
漁
村
文
協

そ
れ
い
け
コ
コ

ロ
ジ
ー
　
　
　
　

青

春

出

版

登
校
拒
否
　
　
　
　
　
　
　
　
　

太

郎

次

郎

社

交
通
警
察
の
夜
　
　
　
　
　
　
　

東

野
　

圭

吾

母
に
捧
げ
る
づ
フ
ー
ド
　
　
　
　

武

田
　

鉄

矢

宜
保
愛
子

の
心
霊
教
室
　
　
　
　

学

習

研

究

者

楽
し

い
ゲ
ー
ム
　
　
　
　
　
　
　

今

井
　

弘

雄

ゲ
ー

ム
（

ン
ド
ブ
ッ
ク
　
　
　
　

宇

田

川

光

雄

動

脈
硬
化
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡

辺
　
　

孝

北
緯
5
0度
に
消
ゆ
　
　
　
　
　
　

高

価
　
義

夫

３
分
ト
ー
ク
の
一
級
品
　
　
　
　

野

末
　

陳

平

み
ん
な
の
ゲ
ー
ム
　
　
　
　
　
　

高

橋
　

和

敏

農
協

が
倒
産
す

る
日
　
　
　
　
　

土

門
　
　

剛

憲
法
守
っ
て
国

滅
ぶ
　
　
　
　
　

小

林
　
　

節

京

都
の
祭
り
に
人

が
死
ぬ
　
　
　

角

川

書

店

原
色
日
本
の
美
術
　
　
　
　
　
　

小
　

学
　

館

―
、
原
始
美
術
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

″

２
、
法

隆
寺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

″

３
、
奈
良

の
寺
院
と
天
平

彫
刻
　
　
　
　

″

４
、
正
倉
院
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
″

５
、
蜜
教
寺
院
と
貞
観
彫
刻
　
　
　
　
　

″

６
、
阿
弥
陀
堂
と
藤
原
彫
刻
　
　
　
　
　

″

７
、
仏
画
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

″

８
、
絵
巻
物
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

″

９
、
中
世
寺
院
と
鎌
倉
彫
刻
　
　
　
　
　

″

1
0、
禅
寺
と
石
庭
　
　
　
　
　
　
　
　
　

″

只

水
墨
画
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

″

1
2、
城
と
書
院
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

″

1
3、
障
屏
画
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

″

1
4、
宗
連
と
光
琳
　
　
　
　
　
　
　
　
　

″

1
5、
桂
離
宮
と
茶
室
　
　
　
　
　
　
　
　

″

1
6、
神
社
と
霊
廟
　
　
　
　
　
　
　
　
　

″

1
7、
浮
世
絵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

″

川

風
俗
画
と
浮
世
絵
師
　
　
　
　
　
　

″

1
9、
南
画

と
写
生
画
　
　
　
　
　
　
　
　

″

2
0、
南
蛮
美
術
と
洋
風
画
　
　
　
　
　
　

″

2
1、
而

と
肖
像
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

″

2
2、
陶
芸
　

圉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

″

2
3、
陶
芸
　
閇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

″

2
4、
染
織
、
漆
土
、
金
土
　
　
　
　
　
　

″

2
5、
甲
胄
と
刀
剣
　
　
　
　
　
　
　
　
　

″

2
6、
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

″

2
7、
在
外
美
術
（
絵
画

）
　
　
　
　
　
　

″

2
8、
請
米
美
術
（
絵
画

、
書
）
　
　
　
　

″

2
9、
　

″
　
　
　（
陶
芸
）
　
　
　
　
　
　
　
″

3
0、
近
代

の
日
本
画
　
　
　
　
　
　
　
　

″

3
1、
近
代

の
洋
画
　
　
　
　
　
　
　
　
　

″

3
2、
近
代

の
建
築
、彫
刻
、工

芸
　
　
　
　

″



広報よもぎた

いつも綺麗な花をありがとう！

花を植えて7年間

蓬

田
保
育
所

の
国
道
沿

い
に
あ

る
花
壇
に

、
チ

ュ
ー
リ

ッ
プ
、
水

仙

、
ヒ
ヤ

シ
ン
ス
等
の
き

れ
い
な

花

が
い
っ

ぱ
い
咲
い
て

い
ま
す
。

こ

の
花

は
、
張
間

キ
ヨ
（
長
科

）

さ
ん

が
、
七
年
前

か
ら
保
育
所

の

子
ど
も

た
ち
の
「
情

操
教
育
に
役

立
て

ば
」

と
、
毎
年
植

え
て

い
る

も
の
で
す
。

花
壇
に
肥
料

を
入
れ
て

の
土
作

り

か
ら
、
苗
作
り

、
秋
に

は
来

期

に
備
え

、
球
根
を
掘

り
お
こ
匸

自

宅

の
軒
下

に
陰
子
す
る
そ
う
で
す
。

「
最

初
は

ご
迷
惑

に
な
ら
な

い

よ
う
に

、
少
し

ず
つ
植

え
て

い
た

の
で
す

が
、
今
は
、
自

分
の
花
壇

み
た

い
に

、
配
列

も
自
由

に
、
や

ら

せ
て

い
た
だ
い
て

い
ま
す

」
と

ひ
か
え
め
。

細
谷
保
育
所
長

は
「
子

ど
も
達

は

、
毎

日
た
く

さ
ん
の
美
し

い
花

と
接
し

て
い
る

の
で
、
心
の
和
や

か
な
子

に
育
っ
て

い
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。

ば
ん
と
う

に
張
間
さ
ん

に
は
感
謝
し

て

い
ま
す
」

と
話
し

て

く
れ
ま
し

た
。

張
間

さ
ん

が
花
壇
の
手
入

れ
を

し
て

い
る

と
、
こ
ど
も
た
ち

が
、

「
あ

、
花
の

お
ば
ち
ゃ
ん

だ
／

」

と
み
ん

な

が
駆
け

寄
り
話
し

か
け

て
く

る
そ
う

で
す
。

ご
く

ろ
う

さ
ま
で
す

が
、
こ

れ

か
ら
も

、
傍

蓖
な
花

を
い
っ

ぱ
い

咲
か
せ
て
み

ん
な
の
目

を
楽
し
ま

せ
て
く

だ
さ
い
。

大
き
く
育
つ
て
！

牛

の

放

牧

が
始
ま

る

五

月

一
日
（
金

）
、
村
営
牧
場

へ

の
放
牧

が
、
行
わ

れ
ま
し

た
。

放
牧
し

た
の
は
蓬
田

村
肉

牛
生

産
組
合

（
細
谷
靖
信

組
合
長

）
の

皆

さ
ん
で

、
こ
の
日

は
六
十
八
頭

（
成
牛
四

十
頭
、
去
勢

牛
二

頭

、

子

牛
二

十

六
頭

）
を
放

牧
し

ま
し

た
。朝
早
く
ト
ラ

ッ
ク
で
運

ば
れ

た

牛
は
、
体
重

測
定
、
消

毒
薬
散
布

と
予

防
注
射

を
受
け
ま
す
。

冬
の
間

、
狭

い
畜
舎
で
過

ご
し

た
た
め
か
、

綱
を
と
か

れ
る
と
同

時

に
、
猛
然

と
広
大
な
草

地
に
走

り
出
し

ま
し

た
。

牧
場

で
育

っ
た
子
牛
は

、
秋
に

は

セ
リ

に
出
さ

れ
ま
す

。

東津軽郡中体連夏季大会

６月18 、19 日平 内町 を会場に開催されます。

テ　　二　　ス　　　小湊中学校
卓　　　　　　球　　西平内中学校
バ レ ー ボ ー ル　　平内町営体育館
バスケットボール　　ノ｣ヽ湊中学校
陸　　　　　　上　　平内町営陸上競技場
野　　　　　　球　　／Jヽ湊中学校

平内町営野球場

各課から

き　れい
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農
業
に
挑
む
！

工
藤
　
裕
さ
ん
（
千
葉
県
千
葉
市
在
住
）

・
転
任
で
　
　
芽
の
出
そ
う
な
　
　
顔
に
な
り
　
畄
　
政

・
過
疎
の
村
　
バ
イ
パ
ス
通
っ
て
　
望
み
の
芽
　
昭
　
夫

・
嫁
話
し
　
　
芽
生
え
を
祈
る
　
　

親
　
　

心
　
重
　
彦

・
ま
だ
若
芽
　
腰
が
座
ら
ぬ
　
　
　

新
社
員
　
　

勇
　
三

蓬
田

村
で
農

業
体
験
活
動

の
た

め
に
、
五

月

九
日

か
ら
二
十
四

日

ま
で
十
六
日
間
、
藤
田
修
一
宅
（
中

沢

）
に
滞
在
し

ま
し

た
。

滞

在
中
は

、
ト

マ
ト
栽

培
、
田

植
え

等
の
農
作

業
の
ほ

か
、
中

沢

農
事

振
興
組
合

役
員
、
研

究
会

々

貝

と
の
懇
談
会

、
村
内

の
農
業
施

設

、
公

共
施
設

、
村
外

の
奥
内

、

稲

垣
村
、
木

造
町

、
青
森
県

庁
の

現

地
見
学
を
し

ま
し
た
。

工

藤
裕

さ
ん
は
、
風
間

浦
村
出

身

で
三

十

九
歳
、
昭
和
四

十
六
年

に
千

葉
県

の
製

粉
会
社

に
入

社
、

入

植
促
進

事
業
参
加
の

た
め
今
年

三
月

退
社
し

ま
し

た
。

家
族
は
（

妻
、
小
三
年

と
幼
稚
園

の
姉
妹

）
の
四

人
家
族

で
す
。

工

藤

さ
ん
に
近
況
を
伺

い
ま
し

た
。

・
ギ
ャ
ン
ブ
ル
狂
　
芽
の
出
を
待
っ
て
　
ス
ッ
テ
ン
テ
ン
　
藤
　

久

・
通
　

学
　
路
　
　
黄
の
帽
は
し
ゃ
ぐ
　
柳

の

芽
　
　
　

ち
ゑ
子

・
悪

の

芽

を
　
　
つ
む
た
め
親
の
　
　
肩
が
こ
り
　
　
　

勝
　
子

・
芽
が
出
て
も
　
　
踏
み
つ
け
ら
れ
る
　
若

と

貴
　
　
　

森
　

勝

就
農
の
き
つ
か
け

私

は
、
兄
妹
三

人
で
男
は

私
一

人
な

ん
で
す
。
両

親
は
風
間

浦
村

に
住

ん
で

吋
ま
す

が
、
両
親

を
千

葉

に
呼

ぶ
よ
り

自
分

が
青
森
県

に

帰
っ
て

来

だ
方

が
よ

い
と

考
え

ま

し

た
。

就
職
で

き
る
会
社
を
風

間

浦
村

、
青
森
市

、
県
内
と
搜

が
し

ま
し

た

が
適
当

な
就
職
口

が
な
く

て

、
そ
う

こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
。

Ｕ

タ
ー

ン
就

農
の
呼

び
掛
け

を
し

て

い
る
の
を

知
り
、
昨
年
の
八
月
、

青

森
県
の
東
京

事
務
所
を
尋

ね
ま

し

た
。蓬
田
村
の
印
象

独
自
性
の
あ
る
村
づ
く
り
に
、

積
極
的
に
取
り
組
む
姿
勢
、
意
気

込
み
を
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

研
修
に
来
て
す
ぐ
、
中
沢
地
区

の
み
な
さ
ん
に
、
交
流
会
を
開
い

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん

が
前
向
き
で
、
真
面
目
で
、
暗
さ

が
あ
り
ま
せ
ん
ね
、
や
は
り
伸
び

る
所
は
違
い
ま
す
ね
。

研
修
の
際
、
実
地
場
所
は
、
蓬

田
村
が
一
番
い
い
だ
ろ
う
と
県
か

ら
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
が
、
さ
す

が
、
県
が
推
薦
す
る
だ
け
の
村
だ

な
、
と
感
じ
て
い
ま
す
。

会
っ
た
方
々
は
み
ん
な
親
切
、

玉
の
松
の
お
酒
は
、
お
い
し
い
。

抱
　
　

負

と
り
あ
え
ず
、
ト
マ
ト
を
中
心

と
し
た
施
設
野
菜
に
取
り
組
ん
で

み
た
い
。
た
だ
、
み
な
さ
ん
の
足

手
ま
と
い
に
な
ら
な
い
よ
う
に
気

を
つ
け
て
頑
張
っ
て
み
た
い
。

こ

れ
か
ら

年
内
中
は

、
み
っ

ち
り
ト

レ
ー

二
ン
グ
を
積
み
体
力
を
つ
け
、
こ

ち

ら
に
住
居

を
移
し

て

、
来

シ
ー

ズ
ン
か
ら
は

、
本
式
に
取

り
組
み

た
い
。
家
族

も
こ
の
地

に
は
満
足

し

て
く
れ

る
予
感
が
し
て

い
ま
す
。

ど
う

ぞ
、

ご
指
導

の
程
、
宜
し

く

お
願

い
し

ま
す

。

世
界
は
食
料
危
機
？
食
料

大
量
消
費
国
、
ザ
・
日
本
／

今
に
見
直
さ
れ
る
日
本
の

農
業
。

川柳北緯41℃／農林水産課

ゆ
た

か

蓬
田
村
に
入
植
希
望

ト
マ
ト
栽
培
に
注
目

7
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蓬 田 名 産

商工会／体育協会

北のよもぎ茶
北のぬぐもり

東北むらおこし物産展金賞受賞

青森県ふるさと食品
レベルアップ評価会

奨励金 賞受賞

商　品　名

北のよもぎ茶

内　　 容

1包6gX10 袋

価　　格

350円

お問い
合せ先 蓬 田 村 商工 会

Ｔ E L 0174-27- ２ ４ ５ ０

商　品　名

北のぬぐもり
(入　浴　剤)

内　　 容

1包5gX6 袋

価　　格

300円

で す

です

村民体育祭は

８月２日(日)

村民野球大会は

８月16 日(日)

県青年大会を成功させよう

９月５、日日

バイアスロン イン よもぎたを

成功させよう９月13日
8

村
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会

六
月
二
十
八
日
（
日
）

八
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体
の
調
子
は
い
か
が
で
す
か
？

田
植

え
作
業
を
終
え
た
皆
さ
ん
、

元

気

に
お
す

ご
し
で
し

ょ
う

か
。

忙
し

い
時

期
を
す

ご
し

、
ま
ず

は

ホ

ッ
と
ひ
と

い
き
つ

い
て

い
る
こ

と
と
思

い
ま
す
。
心
身

と
も

に
は

り
つ

め
た
あ
と
は

、
疲

れ

が
出
て

き
て
体
調

を
く
ず
し

が
ち
で
す
。

農
繁

期
の
健
康
管
理

こ
そ
大

切
な

こ

と
で
す

が
、
気

に
は
か
け
て

い

て
も

、
現
実
に
は
無

理

が
重
な
り

（
無

理
を
重
ね
て

）
、
な

か
な
か

身
体

や
す
め

が
で

き
な

い
よ
う

で

す
。

こ
う

い
う
時

に
こ
そ

、
十
分

な
休

養
を
と
り
体
調

を
も

と
に
も

ど
し

ま
し

ょ
う
。

昭和62年～平成３年の蓬田村の死因の内訳
【部位別ガン死亡者内訳】

蓬
田
村
で
は
。
左
の
表
を
み
て

わ
か
る
よ
う
に
、
昭
和
六
十
二
年

か
ら
平
成
三
年
ま
で
の
五
年
間
に

な
く
な
っ
た
人
百
七
十
三
人
の
う

ち
、
三
大
成
人
病
（
ガ
ン
・
脳
卒

中
・
心
臓
病
）
に
よ
る
死
亡
者
が

７
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
そ
の
う

ち
、
ガ
ン
で
な
く
な
っ
た
八
は
、

五
十
三
人
と
一
番
多
く
、
全
死
亡

者
の
三
割
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

も
と
も
と
蓬
田
村
は
、
ア
タ
ッ
て

な
く
な
る
男
性
が
多
い
こ
と
で
有

名
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
食
生
活

総　 死　亡　 数 173 人(100 ％) 歹E亡卩寺の
平均年令

１位 ／ガ　　　　 ン 53人(30.6%)

69.75 才

部

位

別

内

訳

・胃　　ガ　　ン

・肺　 ガ　 ン

・膵 ぞ う ガ ン

・胆のう胆管ガン

・腎臓尿管ガン

・卵　巣　ガ　ン

・肝 臓 ガ ン

・膀 胱 ガ ン

・白　　血　 病

・大 腸 ガ ン

・直 腸 ガ ン

・そ　 の　 他

14　 人

13　 人

４　人

４　人

３　人

３　人

２　人

２　人

２　人

１　人

１　人

４　人

2 位 ．脳 血 管 疾 患 38人(22.0 ％) 77.76 才

3位 ．心　 疾　 患 30人(17.3%) 71.27 才

そ　　　 の　　　 他 52人(30.1 ％)

改
善
運
動
や

健
診
内
容

の
充
実
な

ど
に
力

を
入

れ
て
き

ま
し

た
。
そ

の
効
果
も

少
し

ず

つ
あ

が
り
、

脳

卒
中
で
倒

れ
る
人
は

少
く
な
っ
て

き
ま
し

た

が
、
逆

に
ガ
ン
と
闘
う

人

が
増
え

て
き
ま
し

た
。
不

幸

に

も

ガ
ン
で

な
く
な

っ
た
か
た

の
中

に
は

、
検
診
で
発
見

で
き
る
場
所

の

ガ
ン
も
か
な
り
あ

り
ま
し

た
。

胃
・
肺

・
大
腸

・
直
腸
・
膀
胱

・

腎
臓
な

ど
で
す
。

昭
和
四

十
年
頃

か
ら
、
男
女

と

も
に
胃

ガ
ン
の
死
亡

率
加
減
少
し

始

め
て

い
ま
す

が
、
こ
れ
は
集
団

検
診

な
ど
早
期
発
見

・
早
期
治

療

の
普

及
に
よ

る
も
の
と
い
え
ま
す
。

し

か
し

、
近
年

め
だ
っ
て
増
え

て

き
て

い
る
の

が
肺
ガ

ン
で
す
。
蓬

田
村

で
も
肺

ガ
ン
で
な
く
な

る
方

が
こ

こ
数
年

の
間

に
倍
増
し

、
胃

ガ
ン
を
追

い
抜

き
そ
う
な
勢

い
に

な
り

ま
し

た
。

ま
た
、
死
亡
時

の

平
均

年
令
を

み
て
み
る

と
、
①

ガ

ン
の
場
合
は

、
六
十
九
・
七
五

才

と
他

の
脳
卒
中

（
七
十
七

・
六
六

才

）
や
心
臓
病

（
七
十
一

・
二

七

才

）
よ
り
若

く
し

て
な
く

な
っ
て

い
ま

す
。
平
均

寿
命
を
八

十
才

と

す

る
と

、
自
分
の
人
生

を
十
年
損

す

る
こ
と
こ

な
り
に？
臨
ま

世
ん
。

集
団

検
診
に
よ

っ
て
発
見

さ
れ

た

ガ
ン
と
、
症
状

が
出

て

か
ら
病

院

へ
か
け

こ
ん

だ
ガ
ン
と
比

べ
る

と
、
集
団

検
診
で
発
見

さ

れ
た

ガ

ン
は
二
倍
近
く
良
く
治
り
ま
す
（
下

の
図
参

照
）
。
し

か
し

、
蓬
田

で

検
診

を
受
け

た
人

た
ち
は

、
精
密

検
査

が
必
要
だ
と
い
わ
れ
て
も
な
か

な
か
全
員
が
受
け
に
行
っ
て
く
れ
ま

せ
ん
。

毎
年
ひ
っ

か
か
っ
て

い
る

か
ら
来

年
に
す

る
と
か

、
胃

カ
メ

ラ
を

の
む
の

が
苦
し

い
と
か
、
何

と
い
わ
れ

る
の

が
恐

い
と
か
、
忙

し

い
か
ら
受
け

な
い
な

ど
理

由
は

さ
ま

ざ
ま
で
す
。

検
診
は
受
け

た

は

い
い

が
精
密

検
査
は
受
け

な

い

と
な
る
と
、
集
団

検
診
を
受

け
た

意

味
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

検
診

を
受
け

る
時
期
が
農
繁
期
で
、

と
て

も
病
院
ま

で
は
行
っ
て

い
ら

れ
な
い
と

い
う

方
は
、
冬
場

で
も

か
ま
い
ま
せ

ん
。

た

い
ぎ
が
ら
ず

●次回の検診

に
時
間

を
作

っ
て
受
診
し
ま
し

よ

今
年
も
、
肺

癌
・
基
本

・
大
腸

癌

・
胃

癌
の
４

つ
を

セ
ッ
ト

に
し

た
住

民
総
合
健

診

が
、
六
月

一
日

か
ら
始
ま
り

ま
す
。
申
し

込
み
し

て

い
な

い
方

で
も
受
け
ら

れ
ま
す

の
で
、
健
康

で
あ
る
こ

と
を
確
認

す

る
た
め

の
検
診
と
し
て

、
皆
で

誘

い
あ
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う

。
特

に
働
き
盛
り

の
お
父

さ
ん
、
家
族

を
守
り
養

っ
て
い
く
責

任
が
あ
り

ま
す

。
す
す

ん
で
受
け
ま
し
ょ
う
。

①肺癌・基本

・平成５年

１月６日

②子宮癌並びに甲

状腺癌

・平成４年

８月25～26日

・平成５年

１月27日

保健コーナー

広報よもぎた

▼
成
人
病
の
予
防
は

ま
ず
検
診
か
ら
！

▼
集
団
検
診
の
効
果

こ
れ
か
ら
の
十
年
を
良
く
生
き
れ

る
か
生
き
れ
な
い
か
は
あ
な
た
し

だ
い
で
す
。

集検受診群と病院外来群の

５年生存率
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広報よもぎた

陸
奥
湾
の
惨
劇

最

近
の
新
聞
を
見

ま
す
と

、
毎

日
自

動
車
事
故
は

珍
し

く
あ
り
ま

せ
ん
。

車

が
多
く

な
っ
た
こ

と
が

そ

の
原
因

と
も
思

い
ま
す

が
、

さ

り

と
て

車
な
し
で

は
、
日

々
の
生

活
を

考
え
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

車
社
会

と

い
わ

れ
る
所
以

で
す
。

一

転
し

て
明
治

の
頃

、
自
動
車

は
少

な
く
ほ
と
ん

ど
交
通
は
船
で

し

た
。

人
を
乗
せ

る
の
も
、
荷
物

を
運

ぶ
の
も
皆
船

で
し

た
。
し

か

も

、
国

家
そ
の
も

の
が
ま
だ
貧
し

い
時
代

で
し
た
の

で
、
エ

ン
ジ
ン

等
も

立
派
な
も
の

が
な
く
、
当
時

の
新
聞

を
見
ま
す

と
、
船
の
事
故

刀
膕

、
そ
比

こ
よ

る
八
刀
夊
椎

ゲ

田
　
中
　
蕉
　
山

ず

い
ぶ
ん
出
て

お
り

ま
す
。

「
第
五

日
本
海
丸

陸
奥
湾

の
惨

劇
」

と
い
う

悲
し

い
出

来
事

が
、

明
治
四

十
二

年
六
月
五

日
に

野
辺

地
沖
で
発

生
し
ま
し

た
。
そ

れ
は

、

当
時
出

稼
ぎ
の
華
で

あ
っ
た

㈱
場

に
働
き

に
行
っ
た
人
達

が
、

仕
事

を
切
り
上

げ
て
古
里

へ
帰
港

の
旅

だ
っ

た
の
で
す
。

船

が
出
航
し

た
港

は
、
北

海
道

浜
益
郡
浜

益
村
茂
生
と
い
う
所
で
、

そ
の
頃
北

海
道
で

も
㈱
の
「

バ
シ

ョ
」
と
し
て

は
有
数

の
所

で
し

た
。

明
治
四

十
三

年
の
調

べ
で
、
浜

益

村
は
練

の
網

が
一
五
四

ケ
統

あ
っ

た
事

が
記

録
さ

れ
て

お
り
、
同

村

明治42年
６月５日
午后９時30分頃
日本海丸火災

６月５日

着　正后12時

発　午后２時

に
及

ぶ
長

さ
を
有
し

、
海
岸
線

も

そ

の
延
長
四

十
キ

ロ
近
く
、
錬
場

所

と
し
て

は
「
平
石

場
所
」

と
言

わ

れ
た
所

で
し

た
。

網
一

ヶ
統

に

大
体
三

十
名
の
人
員

を
要
し

た
と

言

い
ま
す

か
ら

、
漁
期
に
は
五
百

人
近

い
人

が
仕
納
中

（
竦
場

の
始

ま
り

か
ら
終

わ
り

ま
で

）
増
え

る

わ
け
で
あ

り
、

「
平

石
場
所
」

と

は

煉
一
石

が
六
百
尾

と
言

い
ま
す

か

ら
、
六
十
万
尾

が
千
石
で

、
こ

れ
を
現

在
の
悚

の
値
段
を
仮
想
し

て

、
産
地
一
尾
五

十
円
と
し

た
ら

三
千
万
円

と
な
り

ま
す
。
こ

ん
な

「

バ
シ
ョ
」

が
、
漁
の
多

い
少
な

い
は
あ

っ
た
と
し
て

、
百
五
十

ヶ

所
も
あ

っ
た
訳
で
す

か
ら
、
昔

の

諺
に
江
差

が
㈱
で
盛

ん
で
あ
っ

た

頃
「
五
月

の
江
差

の
賑
わ

い
江
戸

に
も

な
い
」
と
言

わ
れ
た
と
あ
り

ま
す

が
、
そ

れ
に
勝
る
も
の

だ
っ

た
の
で
は
な

い
で
し

ょ
う

か
。

そ

ん
な
事
柄

を
か
ら
ん
で

、
青

森
県

か
ら
は
、

こ
の
地
方

に
沢
山

の
「
ヤ
ド
イ
」
　（

練
場
で
朧

く
人

達

）
が
行
っ

た
よ
う

で
す
。

漁
期

が
終
わ
る
と
「
あ

ご
別

れ
」

と
言
う

行
事

が
あ

っ
て
、

九
一
金

（
ク
イ
ヂ
金

）
と
言
っ
て

、
給
料

の
外

の
「
分
け
前

」
を
も

ら
っ
て

帰

る
の
で
す
。

火
災
・
強
風
・
阿
鼻
叫
喚
の
悲
鳴

木
造
船
第
五
日
本
海
丸
（
一
九

六
古

、
日
本
石
油
株
式
会
社
所

有
、
船
長
山
中
軍
之
丞
は
、
手
塩

国
浜
益
村
で
漁
夫
を
乗
せ
、
明
治

四
十
二
年
六
月
四
日
午
後
九
時
出

港
、
更
に
後
志
国
積
丹
郡
来
岸
港

に
て
合
計
三
百
十
四
名
、
貨
物
一

三
一
個
を
登
載
し
て
、
一
路
青
森

県
北
津
軽
郡
脇
元
村
下
前
に
向
け

出
帆
。
途
中
何
事
も
な
く
六
月
五

日
正
午
脇
元
村
下
前
に
入
港
。
直

ち
に
、
漁
夫
七
二
名
と
貨
物
四
十

個
を
揚
陸
し
、
こ
こ
で
漁
夫
等
は

下
船
の
者
、
更
に
航
海
を
続
け
る

者
別
れ
を
お
し
み
再
会
を
約
し
て

同
日
午
後
二
時
上
北
郡
野
辺
地
港

を
目
指
し
た
め
で
あ
っ
た
。

そ
の
数
時
間

後
、
夢

に
ま
で
見

た
古
里
の
灯

の
見
え

る
午

後
九
時

半

、
野
辺

地
沖
お
よ
そ
四

海
里
に

て
突
然
火
災

を
起
こ
し

、
乗
組
員

一
同

必
死

の
消
防
に
尽
力
せ
し
も
、

折
り
か
ら

の
東

南
の
強
風

に
火
勢

は
い
よ

い
よ

猛
烈
と

な
り
、
こ
こ

で
乗
組
員

一
同

は
帰
港

を
前

の
喜

び

が
阿
鼻
叫

喚
の
悲

鳴
と
変
か

っ

た
。
漆
黒

の
闇
に
火

焔
は
天
を
焦

が
さ
ん

ば
か
り
に
燃

え
さ
か
り

、

火
元

が
石

炭
積
置
場

で
あ
っ

た
事

が
ら
、

火
は
衰
え
る

事
を
知

ら
な

か
っ
た
。

折
り
か
ら

野
辺
地
港

よ

り
救
助

に
向
か
っ

た
弁
天
丸

は
遭

難
現
場

へ
到

着
す

る
や
二

般
の

ボ

ー
ト
で
約
二

時
間
付

近
海
面

の
搜

査

に

あ

た

る

も

、

暗

さ

も

く

ら

し

つ

い

に

船

員

一

名

乗

組

漁

夫

二

七

名

を

救

助

し

、

尚

死

体

十

一

を

収

容

す

る

に

終

か

っ

た

。

乗

組

員

は

一

名

だ

け

を

残

し

全

員

死

亡

、

漁

夫

そ

の

他

百

三

十

余

の

惨

絶

な

る

溺

死

を

見

る

に

至

っ

た

の

で

あ

る

。

誠

に

悲

惨

壮

絶

の

極

ま

り

で

あ

り

ま

す

。

翌

朝

野

辺

地

港

は

悲

報

を

聞

い

て

駆

け

つ

け

た

人

で

あ

ふ

れ

ま

し

た
。

ほ

と

ん

ど

の

人

が

漁

場

へ
働

き

に

行

く

一
家

の

柱

ば

か

り

で

、

残

さ

れ

た

者

の

悲

し

み

も

そ

の

極

に

至

り

、

そ

の

中

に

二

人

の

婦

人

の

死

は

更

に

人

々

の

涙

を

誘

い

「

死

ん

で

顔

を

見

せ

る

な

ら

、

来

て

く

れ

ず

と

も

よ

か

っ

た

。

こ

ん

な

残

念

な

事

が

ま

た

と

あ

ろ

う

か

」

と

悲

嘆

の

涙

に

く

れ

た

と

い

う

。

清

水

川

辺

り

で

は

、

十

月

頃

ま

で

折

々

死

体

が

海

辺

に

寄

り

、

人

々

は

い

つ

ま

で

も

そ

の

悲

し

み

を

語

り

合

っ

た

と

言

う

。

古

里

へ

の

船

出

の

旅

が

死

出

の

旅

路

に

変

か

っ

た

の

で

し

た

。

野

辺

地

の

常

光

寺

と

言

う

お

寺

の

境

内

に

「

海

で

死

ん

だ

人

達

の

霊

を

守

る

如

く

お

地

蔵

様

が

」

今

も

ひ

っ

そ

り

と

立

っ

て

い

ま

す

。

尚

、

そ

の

時

の

遭

難

者

は

、

東

郡

で

蓬

田

村

四

名

、

蟹

田

部

内

六

名

、

後

潟

村

十

七

名

と

な

っ

て

お

り

ま

す

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合

掌

特別寄稿・陸奥湾の惨劇

午后 ９時 出航

明治42年
６月４日

1

0



私
か
か
ら
あ
な
た
へ
２

な

か

の

・

ゆ
う

こ
（
中
野
裕
子
・
瀬
辺
地
）

た
だ
い
ま
シ
ペ
リ
ア
ン
ハ
ス
キ
ー
犬
に

夢
中
な
の
！

今
回
は
、
中
野
裕
子
（
瀬
辺
地
）

さ
ん
の
登
場
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
ウ

ー

マ
ン
で

、
学
生

時
代

は

バ
ス

ケ
ッ
ト

の
選
手

、
昭

和

六
十
二

年

か
ら

は
、
あ
す

な
ろ

県
民

体
操
の
指
導

者
と
し
て

、
ま

た
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ

ン
ダ
ン
ス

の
指
導

者
と
し
て

、
村
内

の
普
及

活
動

に
活
躍
し
て

い
ま
す
。

中

野
さ
ん
は

今
、
子

ど
も

（
小

五

、
小
三

年
、
女

の
子

）
に
せ
が

ま

れ
て
昨
年

の
夏

に
購
入
し

た
サ

ム
君

こ
と
、

シ
ベ
リ
ア

ン
（

ス
キ

ー
犬
に
夢
中
で

「
車
で
運

転
中
も

犬

が
い
る

と
、
つ

い
視

線
が
行
っ

ち

ゃ
う

の
、
フ

ロ
に
入

れ
た
り
、

散

歩

に

連

れ
て

行

く

の

が

楽
し

く
て
」
と
、
サ

ム
君
を
撫

で
な

が

ら
目

を
細

め
ま
す
。

シ
ベ
リ
ア
で

は
犬
ゾ
リ
に
（

ス
キ

ー
犬
を
使
う

そ
う

で
す

が
、
今
年

の
冬
は
、
サ

ム
君

に
ソ
リ

を
引

か
せ

た
い

と
か

※
次
回
登
場
予
定
者
は
、
三
上
慶
子
さ
ん
で
す
。

・
…

当
分
サ

ム
君
に

ベ
ッ
タ
リ
の

趣
味
は
多

彩
、
読
書

が
好

き
で

暇

を
見
つ
け
て

は
古
本
屋

へ
足
を

運

び
、
気

が
滅
入

っ
て

い
る
時

は

、

お
菓
子

づ
く
り

、
フ
ァ

ミ
コ

ン
に

熱

中
し

た
り
。

ま
た

、
ミ
シ

ン
で

色

々
な
物

を
作

る
こ
と
が
好
き
で

「
新
し

い
愛
車
の

シ
ー
ト

カ

バ
ー

な
ん
か

布
代
五

百
円
で
出

来
ち
ゃ

っ
た
」

と
明
る
く
話
し

て
く

れ
ま

し

た
。
青
森
市

で
電
気
関
係

の
会
社

を

営
む
実
家

に
、
自

称
、
事
務
兼
雑

用

係
り

と
し

て
通
勤
し

て
お
り

、

朝
六
時
半

に
家
を
出

て
、
帰
宅

は
、

買

い
物

を
済
ま
せ
て

夜
七
時

と
、

職
業
婦
人

で
も
あ
り

ま
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ

、
子

ど
も
会
等

の
子

育

て
に
関
す

る
活
動

に
は
積
極
的

に

参
加
し

、
仕
事

と
家
庭
を
両
立

さ

せ

、
明
る
い
家
庭
を
築
く
た
め
に
、

中

野
裕
子
さ

ん
は
今
日
も
元
気

に

が
ん

ば
る
。

み
～
つ
け
た

これは、村営牧
場内にある牛衡施
設です。
牛の体重を計る
物で、床が体重計
の台になっている
ので牛を小屋に入
れるだけで簡単に

体重を計ることが
できます。
目盛りは1,000
kgまでついていま
す。

行事予定／み～つけたバ

5

2

6日月行事予定表………j

１２４８７９０１１１１１２１５１６１８１８１９１２２３２５２８２９ｎ
乙

住

民

総

合

検

診

（

中

沢

公

民

館

）

μ
　
　
　
　

（

長

抖

公

民

館

）

狂

犬

病

予

防

注
射

・

登

録

住

民

総

合

検

診

（

阿

弥

陀

川

公

民

館

）

山

野

草

教

室
　

（

関

根

殷

沢

・

黒

滝

）

住

民

総

合

検

診

（

萢

田

村

中

央

公

民

館

）

μ
　
　
　
　

（

玉

松

公

民

館

）

り
　
　
　
　
（

瀬

辺

地

民

生

会

館

）

ワ

ー

プ

ロ

教

室

（

中

央
公

民

館

）

住

民

総

合

検

診

（

広
瀬

こ

同
根

公

民

館

）

書

道

教

室
　
　

（

中

央
公

民

館

）

股

脱

検

診
　
　

（

中

央

公

民

館

）

ワ

ー

プ

ロ

教

室

（
中

央

公

民

館

）

東

郡

中

体

連

夏

季

大

会

（

平

内

町

）

書

道

教

室
　
　

（
中

央

公

民

館

）

社

会

教

育

中

央

研

修

会

（

中

央

公

民

館

）

ワ

ー

プ

ロ
教

室

（

中

央

公

民

館

）

芟

田

村

ゲ
ー

ト

ボ
ー

ル

大

会

書

道

教

室
　
　

（

中

央

公

民

館

）

民
　

生
　

課

中

央
公

民

館

民
　

生
　

課

中

央

公

民

館

民
　

生
　

課

中

央

公

民

館

民
　

生
　

課

中

央

公

民

館

中
　

学
　

校

中

央

公

民

館

社

会

教

育

課

中

央

公

民

館

体

育

協

会

中

央

公

民

館



広報よもぎた

ふ
る
さ
と
は
遠
く
に
あ
り
て

兎
追
い
し
か
の
山
、
小
鮒
釣
り

し
か
の
川
、
ふ
る
さ
と
蓬
田
村
を

離
れ
て
三
十
数
年
過
ぎ
ま
し
た
。

こ
こ
数
年
帰
省
の
機
会
も
な
く
、

今
年
こ
そ

は
久
し

振
り

の
墓
参
り

を
考
え
て

い
ま
す
。

遅
れ

ば
せ

な

が
ら
蓬
ｍ

村
制
百

周

年
お
め
で

と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

青
森
市
と
蟹
田
町

に
狭
ま

れ
な

が

ら
、
ど
ち
ら

に
も
呑
込
ま

れ
る
こ

と
な
く
、
今
や

貴
重

と
な
り

つ
つ

あ

る
村
と
し
て
頑

張
り

、
独

自
に

発
展
し

て

い
る
こ
と
は
す

ば
ら
し

い
こ

と
と
思

い
ま
す

。

さ
て

、
私
の
仕

事
で
あ

る
警
察

通
信

、

ば
と
ん

ど
の
方
は
知

ら
な

い
で
し
ょ

う
。
身
分

は
国

の
職

員

で
、
警
察

庁
直
轄

の
技
術
屋
で
す

。

全
国

の
警
察

が
使
用
し

て

い
る
通

信
機
器
⊇

卜
ヵ
－

の
無
線
機
等

）

人口と世帯 数

(４月30日現在)

総人口4,065 人
男　1,940 人

女　2,125 人

世帯数1,053 世帯

の
開
発
や
保
守
を
担
当
す
る
部
署

で
、
各
県
の
警
察
本
部
と
一
緒
に

仕
事
を
し
ま
す
。
四
十
人
目
に
登

場
し
ま
し
た
坂
本
正
人
さ
ん
が
警

察
の
表
の
顔
と
す
る
な
ら
私
は
裏

方
、
決
し
て
表
に
出
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

ふ
る
さ
と
を
後
に
し
て
、
何
回

か
転
勤
を
経
験
し
ま
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
の
土
地
で
独
特
の
人
情
、
風

俗
に
触
れ
、
沢
山
の
友
人
が
で
き

こ
れ
が
私
の
大
切
な
財
産
で
、
人

間
形
成
の
上
に
も
大
変
役
立
っ
て

い
ま
す
。

現
在
は
東
京
に
住
み
、
埼
玉
県

に
通
勤
し
て
い
ま
す
。
一
般
の
方

お誕生おめでとうございます

関
東
管
区
警
察
局
埼
玉
県
通
信
部

坂
　

本
　
　
　

雄

さ
ん

々
は

。痛
勤
”
で
す
が
、
私
は
逆

コ
ー
ス
で
、
電
車
は
カ
ラ
カ
ラ
、

同
じ
給
料
で
あ
り
な
が
ら

。極
楽

通
勤
″
を
し
て
い
ま
す
。

結
婚
し
た
の
は
北
海
道
で
、
道

産
子
の
妻
を
迎
え
ま
し
た
。
二
人

の
男
の
孚

に
恵
ま
れ
今
は
そ
れ
ぞ

れ
独
立
し
家
に
は
お
り
ま
せ
ん
。

ま
さ
に
二
度
目
の
新
婚
時
代
を
過

し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
ろ
そ
ろ
二

人
だ
け
の
趣
味
を
み
つ
け
る
必
要

か
お
り
そ
う
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
ふ
る

さ
と
蓬
田
村
の
益
々
の
発
展
と
、

皆
様
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

めも
･・現 住所／東京都北区赤羽台3-3-22-402

登03-3905-291 2 ･･･ 生年 月日／昭和15年１

月1 日 ／･･･出身／中沢／坂本巌氏弟 ●･妻･

ふ み子・長男・岳文・２男・匡･･･好き な

もの／野球・つり･･･経 歴／青森県立青森

工業高等学校卒（昭和33 年３月）／北海

道警察（昭和33 年 ）／東京都（昭和48 年 ）

／新潟県（昭和52 年 ）／東京都（昭和55

年 ）／仙台市（昭和63 年）／東京都（平

成２年）／関東管区警察局埼玉県通信部

（平成４年）～現在に至る

編
集
後
記

毎

月

一

回

広

報

を

発

行

し

ま

す

の

で

、
村

内

の

出

来

事

、

お
知

ら

せ

等

が

ご

ざ

い
ま

し

た

ら

、

ご
連

絡

く

だ

さ

る

よ

う

お
願

い
し

ま

す

。（

Ｋ
・
Ｓ

）

役

場
総

務
課

登
2
7‐
2
1
1
1

けつぱる蓬田人／戸籍の窓口

戸籍の

窓　口

け
つ
ぱ
る
蓬
田
人

た
け
し

1

2

八戸　初恵(阿弥陀川　78筬)

おくやみ申し上げます

４月受付分

椒崎　健太

青木　勇人

久慈　友美

長　 男

長　 男

悟

美　香

正　弘

女二

ゆかり

聡

柱　子
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